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南
一
郎
平
は
、
こ
れ
ま
で
本
コ
ー

ナ
ー
で
紹
介
し
て
き
た
広
瀬
久
兵

衛
や
松
方
正
義
を
は
じ
め
と
す
る

多
く
の
人
た
ち
と
の
出
会
い
を
大

切
に
し
、
支
え
ら
れ
な
が
ら
誰
も

成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
難
工
事
の
広
瀬
井
路
を
完
成
へ

と
導
き
ま
し
た
。

　

土
木
工
事
に
関
し
て
素
人
だ
っ

た
一
郎
平
が
、
疎
水
事
業
の
父
と

呼
ば
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
背
景
に

は
、
人
々
と
の
つ
な
が
り
に
加
え

座
右
の
銘
で
あ
る
「
一
日
学
」（
今

日
一
日
だ
け
は
と
努
力
を
続
け
る

と
、
一
生
続
け
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
こ
と
）
と
「
自じ
き
ょ
う彊

不ふ
そ
く息

」（
休

み
無
く
努
力
し
、
自
己
を
強
化
す

る
こ
と
）
か
ら
も
読
み
取
れ
る
人
々

の
生
活
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
、

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
た
彼
の
人

間
性
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

最
終
回　

南
一
郎
平
の
思
い
を
次
代
へ

問
合
せ

総
合
政
策
課 

企
画
調
整
係

（
☎
㉗
８
１
０
９
）

南一郎平を朝ドラに！南一郎平を朝ドラに！

南
一

日
本
三
大
疎
水
の
父郎

平
も
の
が
た
り

※宇佐学マンガシリーズ⑤「日本三大疏水の父 南一郎平」は市民図書館 電子分館で閲覧できます。

問合せ　秘書広報課 多文化共生・交流係
　　　　（☎ 27-8240）

　このコーナーでは、宇佐市の外国人住民や支援者、市の取り組みなどについてご紹介しま
す。みんなが暮らしやすい多文化共生社会を作るためにまずは知ることから始めませんか。

多文化共生ひろば

お便りをくれた方

　私は３年前から宇佐で生活を始め、全てが新しく未経験のことばかりでした。
最初は寂しくてたまりませんでしたが、早く日本の生活に慣れようと必死で日本
語を勉強しました。苦労の甲斐あり、少しずつ慣れてきました。日本語教室の先
生方はとてもやさしく、教室を支えてくれる人たちはお弁当などを届けてくれ、
私たちを励ましてくれます。だんだんと日本語が分かるようになってくると、友
だちも増え、困ったときも解決できそうな気がしてきました。紅葉狩りやトレッ
キングなどいろいろな交流活動にも参加し、私たちのためにたくさんの人がおも
てなしをしてくれて、日本が世界で最も優れた国と言われ
る理由が少しずつ分かってきました。私は宇佐で日本の文
化や教育にふれ、視野が広がり、周りの人たちに育てても
らったと思っています。感謝の気持ちでいっぱいです。

名前  カオ タット タンさん　国籍  ベトナム　
住所  森山　職場  大関食品㈱

　

完
成
ま
で
１
２
０
年
の
歳
月
を

要
し
た
広
瀬
井
路
は
、
通
水
か
ら

１
５
０
年
を
経
た
今
で
も
当
時
の

姿
を
残
し
な
が
ら
と
う
と
う
と
流

れ
、
宇
佐
の
大
地
を
潤
し
続
け
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
、
一
郎
平
の
顕
彰
活
動

や
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
「
宇
佐
の
か
ん
が
い
用

水
群
」
な
ど
を
通
じ
て
、
郷
土
に

対
す
る
愛
着
の
醸
成
や
地
方
創
生

の
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
朝
ド
ラ
誘
致
活
動
に

対
し
て
、
引
き
続
き
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。 小学校広瀬井路見学
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■ 戦争関連資料を収集しています。提供していただける方は社会教育課 文化財係（☎ 27-8199）
にご連絡ください。資料は平和の尊さを学ぶために活用いたします。

問合せ　社会教育課 平和ミュージアム建設準備室（☎ 27-8200）

　城井地区から出征した軍人たちの母親が結成した
会の綱領です。綱領には、日本のために尽くし、日々
のなりわいに励んで家を守り、出征者が心置きなく
戦えるように軍人の母として努めることが唱えられ
ています。この綱領は、昭和 19 年末ごろのものと思
われ、後ろには出征者 71 人の氏名・年齢・所属部隊
が記されています。

　このコーナーでは、戦後 75年以上経って体験者の声が薄れゆく中、戦争の実像を伝えるためにこれま
で収集した資料や今に残る戦争遺構にまつわる「記憶」を紹介していきます。

市長
コラム

地
租
改
正
と
宇
佐
の
西
南
戦
争　

そ
の
１

宇
佐
市
長　

是
永
修
治

７

　
慶
応
３
（
１
８
６
７
）
年
、
明
治

維
新
に
よ
る
新
政
府
が
発
足
し
ま
し

た
が
、
地
主
と
小
作
農
の
関
係
は
江

戸
時
代
の
ま
ま
で
し
た
。
小
作
農
の

生
活
は
貧
し
く
、
全
国
各
地
で
農
民

一
揆
が
頻
発
。
宇
佐
に
お
い
て
も
明

治
２
年
、
橋
津
で
農
民
約
６
０
０
人

が
集
結
、
庄
屋
な
ど
を
打
ち
壊
す
一

揆
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
明
治
５
年
、
新
政
府
は
土
地
売
買

の
自
由
を
許
し
、
土
地
所
有
権
を
国

が
認
め
る
「
地
券
」
を
発
行
。
こ
の

地
券
を
ベ
ー
ス
に
地
租
改
正
を
行

い
、
地
価
の
３
％
を
税
と
し
て
土
地

所
有
者
か
ら
徴
収
す
る
シ
ス
テ
ム
に

改
め
ま
す
。
江
戸
時
代
の
五
公
五
民

に
比
べ
る
と
一
見
税
の
軽
減
に
見
え

ま
す
が
、
ね
ら
い
は
金
納
に
よ
る
税

収
確
保
と
、
凶
作
に
よ
る
税
収
減
リ

ス
ク
を
農
民
に
転
嫁
す
る
こ
と
に
あ

り
ま
し
た
。

　
同
じ
頃
、
廃
藩
置
県
に
よ
り
小
倉

県
が
設
置
さ
れ
、
宇
佐
は
駅
館
川
以

西
を
第
八
大
区
、
以
東
を
第
九
大
区

と
し
、
そ
の
下
に
小
区
が
置
か
れ
ま

し
た
。
地
租
の
徴
収
や
村
落
の
管
理

な
ど
の
事
務
は
、
地
主
か
ら
選
ば
れ

た
区
長
た
ち
が
担
当
し
ま
し
た
。

　

先
述
の
通
り
、
地
租
は
金
納
で

す
。
区
長
た
ち
は
農
民
か
ら
預
か
っ

た
米
を
大
阪
神
戸
の
米
商
人
に
売
り

現
金
化
し
て
納
税
。
一
連
の
会
計
処

理
は
農
民
に
報
告
の
う
え
承
認
を
受

け
る
決
ま
り
で
し
た
が
、
守
ら
れ
な

い
区
や
米
売
買
額
と
納
税
額
と
の
差

額
を
共
有
金
と
し
て
プ
ー
ル
す
る
区

も
あ
り
ま
し
た
。
農
民
た
ち
は
不
信

感
を
募
ら
せ
る
と
と
も
に
差
額
を
返

せ
と
訴
え
ま

す
。
こ
れ
を

「
公
金
割
戻

し
」
運
動
と

い
い
、
後
に

火
を
噴
く
こ

と
に
な
り
ま

す
。
続
く
。

四日市町大字城井出征軍人の母の会綱領52


